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取締役会の実効性評価の結果の概要に関するお知らせ 

 

当社は、コーポレートガバナンス・コードに基づき、取締役会のより一層の機能を向上させることを

目的として、取締役会の実効性に関する分析・評価を実施しております。 

この度、2024 年１月期の分析・評価を実施いたしましたので、その結果の概要をお知らせいたしま

す。 

 

記 

 

１．評価方法・プロセス 

  2024 年１月期を評価対象期間として全取締役８名に対し、実効性の評価アンケートを配布し、 

その回答の集計結果をもとに取締役会において課題や今後の取り組みについて協議いたしました。 

 

２．評価項目 

  全部で 31 項目について実効性の評価アンケートを行いました。アンケートにおいては、取締役か

らの自由なコメントと段階評価による取締役会自己評価を依頼いたしました。 

  実施したアンケートの概要については以下のとおりです。 

  (1) 取締役会の構成について  (2) 取締役会の運営について  (3) 取締役会の議題について  

(4) 取締役会を支える体制について (5) 株主等への対応について 

 

３．分析・評価結果の概要 

  上記による評価の結果、当社取締役会は上記評価項目について概ね適切に機能しており、取締役

会の実効性は確保されていることを確認いたしました。 

指名・報酬委員会において、代表取締役の後継者計画、取締役のサクセッションプランについて

議論、取締役会への答申を実施し、継続的な議論が必要であることが確認できました。 

また、サステナビリティ委員会において、非財務情報開示への取り組みとして、ＥＳＧデータ開

示項目の追加や人的資本の開示を充実させるため継続的な検証が必要であることを確認いたしまし

た。 

中期経営計画、リスク管理等の取締役会の重要議題については、新中期経営計画の策定を含めた

中長期戦略を議論するとともに各施策の進捗状況を適切に監督していくことが必要であることを確

認いたしました。 

 

４．今後の対応 

  当社取締役会は、今回の実効性評価結果に基づく課題に対して、取締役会の更なる実効性向上の

ために必要な取組みを実施し、改善に努めてまいります。 

以 上 


